
【ゼミの概要】
本年度ゼミ生は、各々にとって身近な問題、あるいは切実な課題とまっす

ぐに向き合い、それを「研究」として成り立たせるべく苦闘した点に特色が
あった。人数が少なかったこともあり、おだやかで、話しやすい雰囲気が醸
し出されたゼミでもあった。今後の人生においても、本ゼミで培った「自分
の頭でじっくり考える」こと、そして「他者との対話を通して自覚の深化を
はかる」こと、これらを大切に育んでもらえたら幸いである。

【テーマ一覧】
115J020 金子 唯 自己変革を求めて

―『少女革命ウテナ』をめぐる一考察
115J036 須賀 昭太 「不登校」の是非を考える
115J037 鈴木 玲菜 「端唄」の世界

―前近代日本の庶民にとっての音楽
115J054 星澤 遙美 なぜ「美しい」と感じるのか

―カント『判断力批判』を読む
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